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はじめに

このマニュアルでは、 Sun Java™ Desktop System Release 2に関連する問題の解決方
法について説明します。

関連マニュアル
次に、このマニュアルに関連するマニュアルを示します。

� 『Java Desktop System Release 2インストールガイド』
� 『Java Desktop System Release 2クイックスタート・ユーザーズガイド』
� 『Java Desktop System Release 2問題の解決方法』
� 『Java System Update Serviceユーザーズガイド』

参考マニュアル
次のマニュアルは、このマニュアルの参考になるマニュアルを示します。

� 『GNOME 2.2 Desktop Accessibility Guide』
� 『GNOME 2.2システム管理 (Linux版)』
� 『GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版)』
� 『StarSuite 7 Office Suite管理ガイド』
� 『StarSuite 7 Office Suite基本ガイド』
� 『StarSuite 7 Office Suiteインストールの手引き』
� 『StarSuite 7 Office Suiteユーザーズガイド』
� 『Ximian Evolution 1.4ユーザーズガイド Sun Microsystems Edition』

7



Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

8 Java Desktop System Release 2問題の解決方法 • 2004年 4月
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� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Java Desktop System Release 2の既知
の問題

この章では、Java Desktop System Release 2の既知の問題について説明します。提示
できる場合には、解決方法も示します。

� 11ページの「基本的な使用方法」
� 16ページの「一般的なデスクトップの問題」
� 18ページの「ネットワークの問題」

基本的な使用方法

カーネルモジュールのコンパイル中にバージョン
不整合が発生する

問題 Pentium 4などのハイパースレッディング対応のプロセッサを使用
している場合は、カーネルモジュールのコンパイル時にバージョン
不整合のエラーが発生することがあります。

解決方法 次の手順を実行します。
1. 次のファイルを編集します。 /usr/src/linux-

2.4.19.SuSE/linux/version.h

2. 次の行、 #define UTS_RELEASE "2.4.19-4GB" を
#define UTS_RELEASE "2.4.19-64GB-SMP" に変更しま
す。
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/netからマウントできない

問題 バグ ID: 4908595

/netからのマウントが機能しません。この問題は、autofs4ユー
ティリティが間違ったカーネルモジュールをデフォルトで読み込む
ために起こります。

解決方法 システムのインストール時に、次の作業を実行します。
1. 次のファイルをテキストエディタで開きます。

/etc/modules.conf

2. 次の行のコメントを解除します。
# alias autofs autofs4

インストールが失敗する

問題 いくつかの Red Hat Package Managers (RPM)は、システムの
Linuxリリース番号を認識しない事があります。これらの RPM
ファイルをシステムにインストールしようとすると、インストール
に失敗する可能性があります。

解決方法 RPMファイルをシステムに正常にインストールするためには、特
定の Linuxのバージョンが /etc/SuSE-releaseファイルに記載
されている必要があります。

Linuxのバージョンを RPMが認識するバージョンに変更します。
たとえば、SuSE Linux 8.1 (i386) Version=8.1 にしてくだ
さい。

画面表示の問題

問題 インストールプロセスによって設定される画面の解像度は、使用し
ているシステムに適していない可能性があります。解像度が適切で
ないと、画面表示に問題が発生する可能性があります。画面の解像
度は、システム設定中に、使用しているシステムのハードウェアに
適した値に再設定することができます。
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解決方法 最初の「ようこそ」画面が現れたあと、インストール画面が表示さ
れます。次の作業を実行します。
1. 即座に F2キーを押して、希望の解像度が選択されていることを
確認します。

2. 希望する解像度を選んで、Enterキーを押します。ディスプレ
イハードウェアの能力以上の解像度を選んだ場合、インストー
ルの間、画面の下の部分が表示されなくなります。このような
場合、インストールを再開して、低い解像度を選択します。

3. 矢印キーを使用して「インストール」を選択し、Enterキーを
押します。

画面解像度ダイアログで選択できる解像度は、その値が YaSTで有
効に設定されているものだけです。

RPMの CDが排出されない

問題 RPMを CDからマルチユーザーモードでインストールすると、シ
ステムは CDを自動的に排出しません。

解決方法 eject cdrom コマンドを入力して、CD を手動で排出します。

バックスペースが間違って挿入される

問題 Sun Ray™クライアントまたは Solarisマシンから Java Desktop
Systemセッションにログインした場合、キーボードで Lキーを押
すたびに、バックスペースが挿入されます。

解決方法 次の解決方法のいずれかを使用します。
� Java Desktop Systemにログインした後で、xmodmapコマンド
を使用して Lキーを再定義します。

� Java Desktop Systemに rootとしてログインし、
/etc/X11/Xmodmapファイルを削除します。

ログイン時にパネルがクラッシュする

問題 システムを再起動したあとで Java Desktop Systemにログインする
と、パネルがクラッシュすることがあります。

解決方法 Panelアプリケーションが再起動するまで待ってください。

第 1章 • Java Desktop System Release 2の既知の問題 13



ユーザー環境設定の一部に互換性がない

問題 GNOME 2.0デスクトップのホームアカウントで設定した環境設定
の一部は、Java Desktop System上の GNOME 2.2デスクトップと
互換性がないことがあります。

解決方法 環境設定を設定し直してください。

インストール更新後に起動スプラッシュ画面が表
示されない

問題 バグ ID: 5026577

インストールを実行して以前のバージョンの Java Desktop System
を更新したあと、起動スプラッシュ画面が表示されません。この問
題は、/usr/share/splash/themesディレクトリにリンクがな
いために発生します。

解決方法 次の手順を実行します。
1. rootユーザでログインします。
2. 次のコマンドを実行します: cd /usr/share/splash/theme

3. 次のコマンドを実行します: execute ln -s Sun current

4. 次のコマンドを実行します: execute mkinitrd

インストールの更新後、ファイルシステム RPMの
インストールに失敗する

問題 バグ ID: 5028130

インストールを実行して以前のバージョンの Java Desktop System
を更新したあと、ファイルシステム RPMのインストールに失敗し
ます。

この問題は、Nautilusファイルマネージャでデフォルトのオートマ
ウンタを有効にした状態で、CDからYaST2のシステム更新を実行
した場合に発生します。この問題は、CDが /media/cdromでマ
ウントされた状態で、YaST2のシステム NFS更新を実行した場合
にも発生します。

この問題は、CDからの起動が完了した後に、ネットワーク更新を
実行した場合には発生しません。
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解決方法 YaST2のシステム更新インストールを開始する前に、次の手順を実
行します。
1. システムからすべての CD-ROMを削除します。
2. 「起動」→「拡張設定」→「CDデバイスオプション」を選択
します。

3. 「挿入された CDをマウントする」オプションを選択解除し
て、「閉じる」を選択します。

4. 通常どおりにシステムインストールの更新を継続します。

インストールの更新後、ウィンドウにボックスが
付く

問題 バグ ID: 5017762

インストールを行なって Java Desktop Systemの以前のバージョン
を更新したあと、入力方式切り替え器アプレットがデフォルトパネ
ルに追加されません。代わりに、ウィンドウにはボックスが追加さ
れています。

Java Desktop System Release 2のデフォルトのパネル設定は、以前
のリリースの Java Desktop Systemとは異なります。以前のバー
ジョンの Java Desktop Systemにログインすると、この問題が発生
する可能性があります。

解決方法 パネルを右クリックし、「パネルに追加」→「ユーティリティ」
→「入力方式切り替え器」を選択します。

第 1章 • Java Desktop System Release 2の既知の問題 15



一般的なデスクトップの問題

ファイルが開かない

問題 NFSでマウントされたディレクトリからドキュメントを開こうとし
たとき、そのドキュメントを所有するアプリケーションが URLと
して渡されたファイル名の引数を処理できない場合、ファイルマ
ネージャはエラーを表示します。

たとえば、StarSuite™、OpenOffice、vi、acroread、および ggvな
どのアプリケーションは URLを処理できないため、これらのアプ
リケーションで NFSファイルを開こうとするとファイルマネー
ジャはエラーを表示します。

この問題は、Samba (SMB)でマウントスされたディレクトリにある
ファイルを開く場合にも発生します。

解決方法 対象のファイルをローカルディレクトリにコピーします。つまり、
NFSまたは Sambaディレクトリではないディレクトリにコピーす
るということです。

ファイルマネージャがクラッシュする

問題 バグ ID: 5029196

ディレクトリ構造が 290プレーンラテン文字を超えると、Nautilus
ファイルマネージャがクラッシュします。

解決方法 Nautilusファイルマネージャを使用してディレクトリ構造にアクセ
スしたい場合は、290プレーンラテン文字を超えるディレクトリ構
造を作成しないでください。 Terminalアプリケーションを使用し
てファイルシステムを参照する場合は、ディレクトリ構造の文字長
に制限はありません。
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Blueprintテーマが正しく表示されない

問題 Blueprint Betaのテーマは、評価用のみです。 Blueprint Betaの
テーマは通常の環境で使用しないでください。このテーマには既知
のバグがあり、サポートされていません。

解決方法 Blueprint Betaのテーマを評価する場合は、「View Apply Theme」
→「Blueprint Beta」を選択します。

Ghostscriptから空のページが印刷される

問題 バグ ID: 4984611

Ghostscript経由で CUPSが使用されると、空のページが印刷され
ます。

解決方法 UPSアカウンティング情報は通常は必要でないため、cupsomatic
フィルタでアカウンティング機能を無効にできます。次の手順を実
行します。
1. rootユーザでログインします。
2. 次のファイルを開きます。

/usr/lib/cups/filter/cupsomatic

3. 次の行を変更します。
my $ps_accounting = 1;
変更後:
my $ps_accounting = 0;

/etc/foomatic/filter.confを使用する場合は、その場所で
ps_accountingを無効にします。

フロッピーディスクを取り出せない

問題 バグ ID: 4948512

デスクトップ上のフロッピーディスクアイコンを使用して、フ
ロッピーディスクドライブからフロッピーディスクを取り出すこと
ができません。 rootユーザのみがフロッピーディスクを取り出せ
るというエラーメッセージが表示されます。この問題は、あるユー
ザによってフロッピーディスクアイコンがディスクトップにマウン
トされている場合に、別のユーザがログインしてそのアイコンを使
用してフロッピーディスクを取り出そうとした場合に発生します。

解決方法 fd0の /etc/fstabファイルで、userを usersに変更します。
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CD-ROMを取り出せない

問題 バグ ID: 4966284

CD-ROMドライブから CD-ROMを取り出すことができません。
この問題は、famデーモンが CD-ROMデバイスを保持しているた
め、ファイルマネージャがそのデバイスをアンマウントしてCD-
ROMを排出できないために発生します。

解決方法 CD-ROMドライブから CD-ROMを取り出すには、次の手順を実行
します。
1. rootとしてログインします。
2. 端末ウィンドウを開きます。
3. 次のコマンドを実行します: pkill fam

4. 次のコマンドを実行します: eject cdrom

マウスホイールが動作しない

問題 バグ ID: 4948755

Javaアプリケーションを実行していると、マウスホイールが動作し
ません。

解決方法 システムのインストール時に、次の作業を実行します。
1. 次のファイルをテキストエディタで開きます: XF86Config
2. 次の行を挿入します: Option "ZAxisMapping" "4 5"

ネットワークの問題

PPP接続が機能しない

問題 ダイアルアップ PPP接続ではネットワークに接続できません。

解決方法 ネットワーク接続にモデムを使用しており、ダイアルアップ PPP
接続を必要とする場合は、Linux PPPダイアラーコマンドユー
ティリティの wvdialを使用してください。
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モデムダイアルアップが機能しない

問題 バグ ID: 4955086

root以外のユーザでは、モデムダイアルアップが機能しません。
この問題は、pppdユーティリティの setuidビットが設定されて
いないめに発生します。 wvdialの setuidビットも設定されてい
ません。

解決方法 次の作業を実行します。
1. rootユーザでログインします。
2. 次のコマンドを実行します: chmod +s /usr/sbin/pppd

ネットワークプレースが表示されない

問題 新しいネットワークプレースが「ネットワークプレイス」ウィンド
ウに表示されません。

解決方法 ログアウトして、もう一度ログインしてください。
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第 2章

アプリケーションの既知の問題

この章では、 Java Desktop System Release 2の特定のアプリケーションに関する既知
の問題について説明します。提示できる場合には、解決方法も示します。

� 21ページの「Evolution」
� 22ページの「geditテキストエディタ」
� 23ページの「Macromedia Flash Player」
� 23ページの「Mozilla」
� 25ページの「サウンドレコーダ」

Evolution

Evolutionで vFoldersが機能しない

問題 バグ ID: 5018480

Evolutionで vFoldersが機能しません。

解決方法 新しい vFoldersを作成したあとは、 Evolutionを再起動する必要
があります。
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Evolutionがクラッシュする

問題 バグ ID: 5029522

「連絡先」の編集時に無効な文字シーケンスを「Web address」
フィールドに追加すると Evolutionがクラッシュすることがありま
す。

解決方法 マルチバイト文字やスペースを含まない正しい URLのみを使用し
ます。

Evolutionインストールがハングする

問題 バグ ID: 5030708

Evolutionのインストールが 95%終了したところで停止したかのよ
うに見えます。 Evolution RPMのインストールは最長 8分かかり
ます。これは Evolutionのドキュメントを Scrollkeeperに登録する
ために必要な時間です。

解決方法 インストール終了まで待ちます。

geditテキストエディタ

マルチバイト文字を入力できない

問題 バグ ID: 4937266

geditテキストエディタで「自動インデント」機能を有効にする
と、マルチバイト文字を正しく入力できません。

解決方法 「自動インデント」機能を無効にします。次の手順を実行します。
1. 「編集」→「環境設定」を選択します。
2. 「カテゴリ」リストで「エディタ」を選択し、「自動インデン
ト」を選択します。

3. 「自動インデントを有効にする」オプションを選択解除しま
す。
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Macromedia Flash Player

テキストが表示されない

問題 発色数が 256色および 8ビットに設定されているとき、テキストは
Macromedia Flash Player 6では表示させません。

解決方法 色数を 16ビット以上に設定します。

Mozilla

Mozillaがプロファイルを使用できない

問題 Mozillaの実行中にシステムが予期せずシャットダウンした場合、
プロファイルロックファイルをクリアできません。システムを再起
動して、Mozillaを起動したあとに、次のようなエラーメッセージ
を示すダイアログが表示されます。

Mozilla cannot use the profile because it is in use.
Please choose another profile or create a new one.

解決方法 次のファイルを削除します。
$HOME/.mozilla/<profilename>/<random>/lock
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RPMハイパーリンクの RPMをクリックすると
Mozillaがクラッシュする

問題 Linux RPMパッケージファイルへのハイパーリンクをクリックす
るとMozillaがクラッシュします。

Mozillaはすべての .rpmファイルを RealPlayerメディアとして登
録しています。 Linuxパッケージを直接クリックすると、
RealPlayerプラグインは無効な .rpmファイルを正しく処理できな
いために、Mozillaがクラッシュします。

解決方法 .rpmリンクを右クリックして、メニューから「Save Link Target
As...」を選択します。

Mozillaが gdictと接続できない

問題 gdictサーバーへは、ファイアウォールを越えて接続することはで
きません。

解決方法 ファイアウォールでポート 2628を許可する必要があります。

Mozillaが内部のメールサーバーに接続できない

問題 Mozillaメールは socksサーバー経由では内部のメールサーバーに
接続できません。

解決方法 Mozillaでアプリケーションのプロキシ設定を使用する場合、「起
動」→「設定」→「インターネット」設定で「socks host」を設定
しないでください。

テキストを貼り付けるとMozillaがクラッシュす
る

問題 ほかのアプリケーションからMozillaウィンドウにテキストを貼り
付けようとすると、Mozillaがクラッシュします。
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解決方法 ほかのアプリケーションからMozillaにテキストをコピーする場
合、正しくテキストを貼り付けるには、Ctrl + Vキーを一度押し
て、キーを即座に放します。

Ctrl + Vキーを押下してテキストを貼り付けたあと、すぐにキーを
はなしてください。そうでなければ、Mozillaはクラッシュしま
す。

サウンドレコーダ

スライドバーおよびカウンタが動作しない

問題 新しい .wavファイルを録音するとき、スライドバーとタイムカウ
ンタが動作しません。

解決方法 録音が行われていることを示す表示もありません。

サウンドファイルを 1回しか再生できない

問題 サウンドレコーダの同じインスタンスでは、.wavファイルを複数
回再生できません。

解決方法 回避策としては、サウンドレコーダの別のインスタンスを開いて、
.wavファイルを再生してください。
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第 3章

各国語化の問題

この章では、Java Desktop System Update 1における各国語化の問題について説明し
ます。提示できる場合には、解決方法も示します。

� 27ページの「すべてのロケール」
� 35ページの「中国語ロケール」
� 36ページの「日本語ロケール」

すべてのロケール

ATOK X AUXが機能しない

問題 このリリースでは、ATOK X入力方式のAUXが機能しません。こ
の問題は、次のATOK X AUX機能に影響します。
� AtokPaletteAux
� SystemLineAux
� CharPaletteAux
� PropertyAux
� CustomizerAux
� RegWordAux
� DicUTAux
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解決方法 ATOK X AUX機能を使用しないでください。日本語ロケールでの
みATOK X AUX機能を有効にしたい場合は、次の手順を実行して
RPMを置き換えます。この変更を実装した場合、ATOK X以外の
すべての入力方式は、すべての言語環境で使用できなくなります。
1. ログイン画面メニューで「端末の復旧」を選択し、rootユー
ザーでログインします。

2. 次のコマンドを実行して IIIMおよびATOK Xデーモンを停止
します。
# sh /etc/init.d/atokx stop

# sh /etc/init.d/IIim stop

3. 次の RPMを削除します。
� iiimf-csconv
� iiimf-protocol-lib
� iiimf-protocol-lib-devel
� iiimf-client-lib
� iiimf-client-lib-devel
� iiimf-x
� iiimf-gtk
� iiimf-server
� iiimf-le-Asian-koKR-sun
� iiimf-le-Asian-thTH-sun
� iiimf-le-Asian-zhCN-sun
� iiimf-le-Asian-zhHK-sun
� iiimf-le-Asian-zhTW-sun
� iiimf-le-unit
� iiimf-docs
例:
#rpm -e ‘rpm -q -a | grep iiimf‘

4. /usr/lib/im/locale/ja/atokserver/rpmにある次の
RPMをインストールします。
iiimf-1.2-3JDS4.i586.rpm
iiimf_conv-1-2JDS4.i586.rpm
例:
# rpm -ihv

/usr/lib/im/locale/ja/atokserver/rpm/*.rpm

5. 次のコマンドを実行してシンボリックリンクを atok12aux.so

に変更します。
a. # cd /usr/lib/im/locale/ja/atokserver

b. # rm atok12aux.so

c. # ln -s atok12aux-iiimf10.so atok12aux.so

6. 次のコマンドを実行して IIIMおよびATOK Xデーモンを起動
するか、システムを再起動します。
a. # sh /etc/init.d/IIim start

b. # sh /etc/init.d/atokx start
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元の設定に戻すには、次の手順を実行して RPMを置き換えます。
1. ログイン画面メニューで「端末の復旧」を選択し、rootユー
ザーでログインします。

2. 次のコマンドを実行して IIIMおよびATOK Xデーモンを停止
します。
# sh /etc/init.d/atokx stop

# sh /etc/init.d/IIim stop

次の RPMを削除します: iiimf、iiimf_conv
例: # rpm -e ‘rmp -q -a| grep iiimf‘

3. 次の RPMをインストールメディアからインストールします。
� iiimf-csconv
� iiimf-protocol-lib
� iiimf-protocol-lib-devel
� iiimf-client-lib
� iiimf-client-lib-devel
� iiimf-x
� iiimf-gtk
� iiimf-server
� iiimf-le-Asian-koKR-sun
� iiimf-le-Asian-thTH-sun
� iiimf-le-Asian-zhCN-sun
� iiimf-le-Asian-zhHK-sun
� iiimf-le-Asian-zhTW-sun
� iiimf-le-unit
� iiimf-docs
例:
a. コマンド行から次のコマンドを入力します: yast2
b. 「ソフトウェアのインストール/削除」を選択します。UI
確認

c. 「フィルタ」ドロップダウンリストから「検索」を選択し
ます。

d. 次の文字列を「検索」フィールドに入力します。 iiimf

e. 「検索」をクリックします。
f. リストから iiimfパッケージを選択し、「了解」をクリック
します。

4. 次のコマンドを実行してシンボリックリンクを atok12aux.so

に変更します。
a. # cd /usr/lib/im/locale/ja/atokserver

b. # rm atok12aux.so

c. # ln -s atok12aux-iiimf11.so atok12aux.so

5. 次のコマンドを実行して IIIMおよびATOK Xデーモンを起動
するか、システムを再起動します。
a. # sh /etc/init.d/IIim start

b. # sh /etc/init.d/atokx start
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ATOK X:文字パレットから入力できない

問題 前述の「ATOK X AUX機能が動作しない」に記載されている方法
でAUXを使えるようにした場合、アプリケーションによっては文
字パレットで確定ボタンを押しただけでは文字を入力できないこと
があります。

解決方法 確定ボタンを押した後、アプリケーションにマウスのフォーカスを
移動すると、文字を入力できます。

ATOK X: Mozillaのツール上で未確定文字が消え
る

問題 前述の「ATOK X AUX機能が動作しない」に記載されている方法
でAUXを使えるようにした場合、mozillaのツール (Navigatorや
Composerなど)上で、テキストの一部を変換候補ウィンドウを使
用して確定すると、編集画面上で残りの未確定文字が消えてしまい
ます。

解決方法 未確定文字は、見た目上消えているだけなので、空白キーなどで再
び表示させたり、Enterキーで確定することができます。

ATOK X: Javaのテキスト領域で一度に確定できる
文字数に制限がある

問題 バグ ID: 5023928

ロケール、文字の種類、Javaのテキスト領域の種類により数は異な
りますが、一度に確定できる文字の数は、およそ 20文字から 40文
字です。

解決方法 一度に確定しないで、何度かに分けて確定してください。
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ATOK X: JIS X 0212/0213の文字やベンダー定義文
字が入力できない

問題 ATOK Xは JIS X 0212/0213の文字やベンダー定義文字の入力をサ
ポートしていません。

解決方法 「起動」⇒「アプリケーション」⇒「アクセサリ」⇒「文字
マップ」などを使用して入力してください。

PDF印刷が機能しない

問題 バグ ID: 4928658

この問題は、次のロケールで発生します。
� アジア言語ロケール
� ポーランド語ロケール
� ロシア語ロケール

GNOMEアプリケーションを使用して、マルチバイト文字を含む
PDF文書を作成することはできません。この問題は、
libgnomeprintライブラリを使用する Geditおよびその他の
GNOMEアプリケーションに影響します。

解決方法 ファイルをポストスクリプトファイルに出力し、その後 ps2pdf
ユーティリティを使用して、ポストスクリプトファイルを PDF
ファイルに変換します。
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従来のロケールがログイン画面に表示されない

問題 バグ ID: 4884887

各国語化されたいくつかのロケールはログイン画面から削除されま
した。ログイン画面に表示されるのは、次の言語のみです。
� フランス語
� ドイツ語
� イタリア語
� 日本語
� 韓国語
� スペイン語
� スウェーデン語
� 繁体字中国語
� 簡体字中国語

解決方法 従来のロケールをログイン画面に表示する場合、次のファイルにあ
るロケールのエントリに付いているコメントを外すようにシステム
管理者にご連絡ください。 /etc/X11/gdm/locale.alias

その後、システム管理者はシステムを再起動する必要があります。
その後、従来のロケールがログイン画面に表示されます。

ローカルハードディスク上のWindowsパー
ティションの日本語ファイル名とディレクトリ名
を表示できない

問題 バグ ID: 4961948

この問題は、すべてのロケールで発生します。

Windowsパーティションがハードディスクに存在する場合、イン
ストール中にインストーラによってパーティションが自動的にマウ
ントされ、/etc/fstabファイル内の iocharsetオプションまた
は nlsオプションが iso-8859–1に設定されます。この値は、
iocharsetオプションまたは nlsオプションの正しい値ではあり
ません。その結果、システムはローカライズしたファイル名または
ディレクトリ名を表示できなくなります。

32 Java Desktop System Release 2問題の解決方法 • 2004年 4月



解決方法 現在のロケール用に、/etc/fstabファイル内の iocharsetオプ
ションまたは nlsオプションに正しい値を割り当てる必要があり
ます。次の表の値を使用します。

iocharsetオプションおよび nlsオプションの /etc/fstab
ファイル内容の例
� /dev/sda1 /windows/C ntfs

ro,users,gid=users,umask=0002,nls=utf8 0 0
� /dev/sda2 /windows/C vfat

users,gid=users,umask=0002,iocharset=utf8,codepage=932

ロケール ntfs vfat

ja_JP.UTF-8 nls=utf8 iocharset=utf8,codepage=932

ko_KR.UTF-8 nls=utf8 iocharset=utf8,codepage=949

zh_CN.gb18030 nls=gb2312* iocharset=gb2312,codepage=936*

zh_TW.big5 nls=big5* iocharset=big5,codepage=950*

zh_HK.big5hkscs nls=big5* iocharset=big5,codepage=950*

en_US.UTF-8

de_DE.UTF-8

es_ES.UTF-8

fr_FR.UTF-8

it_IT.UTF-8

sv_SE.UTF-8

nls=utf8 iocharset=utf8

*中国語 UTF-8ロケールを使用する場合は、big5および gb2312を utf8に変更して
ください。

修飾キーが正しく機能しない

問題 バグ ID: 4996542

インターネット入力方式またはイントラネット入力方式を使用する
場合、Altキーおよび Shiftキーが修飾キーとして機能しないことが
あります。次のような既知の問題があります。
� Shiftキー +矢印キーの組み合わせを使用して、テキストを選択
することはできません。代わりにラテン文字が挿入されます。
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解決方法 デフォルトの入力方式など、別の入力方式を使用してください。入
力方式を切り替えるには、オブジェクト上で右クリックし「入力方
式」を選択します。

文字列が正しくレンダリングされない

問題 バグ ID: 4985397、4980153、4989628、4985397、5028177、5028408

グラフィックアダプタの中には、Java Desktop Systemインストー
ルのポストインストールの段階で一部の文字列が正しくレンダリン
グされないことがあります。この問題は、通常、サウンドカード、
ネットワークカードまたはプリンタなどのハードウェアデバイスを
設定した場合に起きます。

解決方法 この問題は、Java Desktop Systemのインストール中にのみ起きま
す。ハードウェアデバイスは、インストールプロセス完了後に
YaST2アプリケーションを使用して簡単に設定できます。この問題
を解決するには、インストールプロセスを完了してから、rootユー
ザーでログインし、必要なハードウェア設定をカスタマイズしま
す。

gome-terminal上で記号文字が重なって表示される

問題 バグ ID: 5028816

UTF-8ロケールで、gnome-terminal上で記号文字を入力すると、
文字が 1カラム重なって表示される場合があります。

解決方法 表示上の問題だけで、データそのものが変更されることはないの
で、gnome-terminalをそのまま使用できます。または、xtermを使
用してください。この問題は、将来のリリースで修正される予定で
す。
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中国語ロケール

文字がボックスで印刷される

問題 バグ ID: 4977300

この問題は、次のロケールで発生します。
� 中国語ロケール
� 韓国語ロケール

Mozillaからポストスクリプトファイルに出力した文字は、ボック
スで印刷されます。これは、ポストスクリプトプリンタが中国語ま
たは韓国語フォントを保持していないためです。ファイルを印刷す
る前に、CUPSはMozillaポストスクリプトフォントを変換する必
要があります。

解決方法 1. 「起動」→「設定」→「プリンタ」を選択します。
2. PostScriptプリンタアイコンを右クリックし、「プロパティ」
メニューを選択します。

3. 「詳細」タブを開きます。
4. 「Ghostscript pre-filtering」を「Convert to PS level 1」に設
定します。

HKロケールで YaST2がローカライズされていな
い

問題 バグ ID: 5005385

この問題は、次のロケールで発生します。
� zh_HK.big5hkscs
� zh_HK.UTF-8

問題が発生しているロケールにログインすると、 YaST2アプリケー
ションがローカライズされていません。

解決方法 zh_HKロケールのための YaST2メッセージは、 zh_TWロケール
用のメッセージと同じです。次の手順を実行して、zh_HKロケー
ルから zh_TWロケールへのシンボリックリンクを作成します。
1. cd /usr/share/YaST2/locale/

2. ln -s zh_TW zh_HK
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日本語ロケール

Evolutionの添付ファイルを読むことができない

問題 バグ ID: 5021121

この問題は、次のロケールで発生します。
� アジア言語ロケール
� 日本語ロケール

Evolutionを使用して電子メールを作成し、UTF-8以外でエンコー
ディングされたファイルを添付した場合、メーラーはファイルに正
しいエンコーディングを適用することができません。メールの受信
者は、添付物を正しく読むことができません。

解決方法 添付されたものをファイルとして保存し、そのファイルが正しくエ
ンコーディングされていることを確認します。

Evolutionでメール作成後、件名が正しく表示され
ない

問題 バグ ID: 5032895

Evolutionでメール作成を使用するときに、「件名」欄にASCIIと
ASCII以外の文字を組み合わせて文字を入力すると、送信後のメー
ルの件名が正しく表示されない場合があります。

解決方法 ASCII以外の文字だけ、または、ASCII文字だけを使用して件名を
入力するか、別の文字列に置き換えてください。この問題は、将来
のリリースで修正される予定です。

ベンダー定義文字に関する制限事項

問題 sambaを使ってマウントした日本語ファイルまたはフォルダ名に
(株)などのベンダー定義文字が含まれていると、文字が化けて表示
されます。また、ja_JP.eucJPロケールではベンダー定義文字が表示
できません。
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解決方法 本リリースに含まれている sambaや glibcのバージョンが古いため
です。この問題は、将来のリリースで解決される予定です。

JIS X 0212/0213文字セットに関する制限事項

問題 xtermなどの古いタイプの Xアプリケーションや、ja_JP.eucJPロ
ケールで起動した JavaのAWTでは、JIS X 0212/0213の文字を表
示できません。

解決方法 修正の予定はありません。
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iocharsetオプション、設定, 32
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Macromedia Flash Player,テキスト表示の失
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ハイパーリンクでクラッシュする, 24
メールサーバーに接続できない, 24

N
Nautilus,クラッシュ, 16
/netからのマウント, 12
NFS, 16

P
PDF印刷, 31
PPP接続,機能しない, 18

R
Red Hat Managers,の問題, 12
RPM,「Red Hat Managers」を参照
RPMの CD,排出されない, 13

S
Sound Recorder,の問題, 25

W
windows,ボックスが付く, 15

Y
YaST2、ローカライズされない, 35
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インストールの失敗, 12
インストールの問題

RPMの CDが排出されない, 13
インストールが失敗する, 12

か
カーネル、間違い, 12
カーネルモジュール,コンパイル, 11
各国語化の問題, 27
ログイン画面に表示されないロケール, 32

画面表示の問題, 12
空のページ、印刷の問題, 17
環境設定,互換性がない, 14

き
起動スプラッシュ画面
現れない, 14

さ
サウンドファイル,再生できない, 25

し
修飾キー, 33

ち
中国語ロケール, 35

て
テーマ, Blueprint, 17

に
入力方式の切替え,インストールされない, 15

ね
ネットワークの問題点, 18
ネットワークプレース,表示されない, 19

は
バックスペースの挿入, 13

ふ
ファイル,開かない, 16
ファイルマネージャ,クラッシュ, 16
フロッピーディスク
取り出せない, 17, 18

ま
マウスホイール, 18
マルチバイト文字, geditの問題, 22

め
メールサーバー, Mozillaへの接続, 24
メールの添付物, 36

も
文字列、正しくレンダリングされない, 34
モデムダイアルアップ, 19

ろ
ローカライズしたファイル名、表示されな
い, 32

ログイン時のパネルのクラッシュ, 13
ログインの問題
パネルがクラッシュする, 13
間違ったバックスペース, 13
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